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い
ま
や
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
代
表
格
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
に
つ
い
て
の

知
識
が
増
し
て
く
る
と
、
何
や
ら
他
に

も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
、
他
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
特
色
に
つ
い

て
も
知
り
た
く
な
る
と
い
う
の
が
人
情

だ
。
今
回
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
次
ぐ
人

気
デ
ィ
ス
ト
リ
で
あ
る
『
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ

（
フ
ェ
ド
ラ
）』
を
例
に
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

と
の
違
い
を
見
て
い
こ
う
。用
途
や
好
み

に
応
じ
て
デ
ィ
ス
ト
リ
を
選
択
で
き
る

の
も
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
利
点
の
一
つ
。
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
に
は
、
自
分
に
と

っ
て
使
い
や
す
い
も
の
が
選
べ
る
自
由

も
あ
る
の
だ
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
同
様
に
、
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
用
途
で
利
用
で
き
、
無
償
で
入
手

で
き
る
デ
ィ
ス
ト
リ
の
一
つ
。
約
半
年

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
12
だ
。
２

０
０
３
年
末
に
開
発
が
終
了
し
た

『RedH
at

Linux

』
の
後
継
に
相
当
す

る
デ
ィ
ス
ト
リ
で
、
米
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｈ
ａ
ｔ
社

の
支
援
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
現
在

は
「Fedora

Project

」
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
主
体
と
な
っ
て
開
発
さ
れ
て

い
る
。
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｈ
ａ
ｔ
社
が
提
供
し
て
い

る
有
料
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
企
業
用
デ
ィ

ス
ト
リ
『RedH

atEnterprise
Linux

（
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
）』
の
検
証
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
期
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
２
つ
先
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
リ
リ

ー
ス
さ
れ
て
か
ら
１
ヵ
月
後
ま
で
（
つ

ま
り
約
13
ヵ
月
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
よ
う
な
Ｌ
Ｔ
Ｓ
（
長
期

サ
ポ
ー
ト
版
）
は
存
在
し
な
い
。
Ｒ
Ｈ

Ｅ
Ｌ
に
は
、
無
償
の
『
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｏ
Ｓ

（
セ
ン
ト
オ
ー
エ
ス
）』
と
い
う
ク
ロ
ー
ン

Ｏ
Ｓ
も
あ
る
が
、
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
は
公
開

時
に
お
け
る
最
新
機
能
が
い
ち
早
く
盛

り
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
違
い
。
Ｆ

ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
の
場
合
は
サ
ポ
ー
ト
期
間
が

短
い
た
め
、
商
用
サ
ー
バ
用
途
に
は
向

い
て
い
な
い
。『D

ebian
G

N
U

/Linux

』

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
ａ
ｎ
系
デ
ィ

ス
ト
リ(

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
も
こ
の
仲
間)

と

双
璧
を
な
す
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｈ
ａ
ｔ
系
デ
ィ
ス
ト

リ
の
代
表
格
で
も
あ
る
。

Ｒ
ｅ
ｄ
Ｈ
ａ
ｔ
に
と
っ
て
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ

は
実
験
的
な
役
割
を
担
う
デ
ィ
ス
ト
リ

で
あ
り
、
そ
の
影
響
か
ら
最
新
機
能
を

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

サ
ー
バ
環
境
で
は
仮
想
化
の
機
能
を
強

化
し
て
い
た
り
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境

も
、
リ
リ
ー
ス
時
点
で
最
新
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
採
用
さ
れ

る
。
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム
を
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｍ
か
ら
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
へ
変
更
し
た
の
も
Ｆ
ｅ

ｄ
ｏ
ｒ
ａ
の
方
が
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
よ
り
も
先

だ
っ
た
。
そ
の
半
面
、
リ
リ
ー
ス
段
階

で
不
具
合
が
多
い
の
も
事
実
で
、
イ
ン

ス
ト
ー
ル
直
後
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
は

多
く
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
更
新
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
リ
リ
ー
ス
版

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
９
で
は
、
正
常

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
も
日
本
語
入
力

が
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
、
初
心
者
に
は
難
し
い
と

い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
原
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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™Fedoraのテーマカラーはブルー。スッキ
リとしたデスクトップが好印象なのだ。

¡FedoraにはUbuntuのようなローカルチ
ームがなく、日本語での情報量は少なめ。
非公式だが「Fedora Users Forum」

（http://fedora.forums-free.com/）など
も活用してほしい。

™Fedoraのコードネームはコミュニティの投票で決まる。11
と12のコードネームはミシガン州の地名つながりだ。

公式サイトはこちら！

Fedoraのバージョンとサポート

Fedora12

!

?

気
に
な
っ
た
ら
試
す
！

そ
れ
が
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
利
点

Ｒ
ｅ
ｄ
Ｈ
ａ
ｔ
の
系
統
に

つ
ら
な
る
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

最
新
機
能
を

積
極
的
に
採
用
す
る

h t t p : / / f e d o r a p r o j e c t . o r g / j a /

Fedora
Project

バージョン 11

コードネーム
Leonidas

リリース日
2009年6月9日

サポート期限
2010年6月まで

バージョン 12

コードネーム
Constantine

リリース日
2009年11月17日

サポート期限
2010年12月まで

F
e
d
o
r
a
の
特
徴
は
？

●文/vine_user（ブログ「独学Linux」）



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
は
、
起

動
画
面
や
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
背
景
画
像

こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
環
境(

Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ) 
を
採
用
し
て

い
る
た
め
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
違
い
は
な
い
。
し

か
し
、
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
デ
ィ
ス
ト

リ
や
、
デ
ィ
ス
ト
リ
独
自
の
ポ
リ
シ
ー

か
ら
、
い
く
つ
か
異
な
る
点
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
ユ

ー
ザ
の
視
点
か
ら
、
執
筆
時
点
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
比
較
し

て
、
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
か
を
じ
っ
く

り
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
左
の
表
を
見

て
ほ
し
い
。
ブ
ー
ト
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
は
異
な
る
が
、
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
で
使
わ
れ
る
オ
フ
ィ

ス
関
連
や
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
な
ど
の
主

要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
同

じ
も
の
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な

違
い
は
、
Ｘ
サ
ー
バ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
12
で
採
用
さ
れ
て
い
る
最

新
版
の
1.7
で
は
、
マ
ル
チ
ポ
イ
ン
タ

（
複
数
の
マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
の
同
時
利

用
）
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
先
行
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
の
場
合
、
多
言
語
対
応

の
た
め
、
日
本
語
に
特
化
し
た
バ
ー
ジ

ョ
ン
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
の
よ
う
な
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
版
と
サ
ー

バ
版
の
区
別
も
な
い
。
公
式
サ
イ
ト
で

配
布
さ
れ
る
の
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
用

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
と
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
専
用

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
だ
け
だ
。「Fedora

Spin

」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
Ｌ
Ｘ
Ｄ
Ｅ

版
の
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
も
配
布
さ
れ
て
い
る
。

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
版
で
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

と
同
様
に
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
の
ア
イ

コ
ン
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
開
始
す
る
。

な
お
、
ラ
イ
ブ
Ｃ
Ｄ
版
で
は
『O

penO
f

fice.org

』
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
な
い
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の『
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ

ッ
ケ
ー
ジ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
』
に
相
当
す

る
の
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
の

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
管
理
］
に
あ
る

『A
dd/Rem

ove
Softw

are

』
で
、
正

確
に
は
「PackageK

it

」
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
左
側
の
サ
イ
ド
バ
ー
の
カ

テ
ゴ
リ
を
選
べ
ば
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
に

属
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
覧
が
表
示
さ

れ
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
『
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ

ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
』
と
似

た
よ
う
な
使
い
勝
手
な
の
で
迷
う
こ
と

も
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
コ
マ
ン
ド
ラ

イ
ン
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
追
加
す
る
に
は
、

「apt-get

」で
は
な
く
、「su

」
コ
マ
ン
ド
で

ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
に
な
っ
て
か
ら
「yum

」
と
い

う
コ
マ
ン
ド
を
使
う
。
な
お
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
拡
張
子
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
使
わ

れ
る
「
ｄ
ｅ
ｂ
」
で
は
な
く
、「
ｒ
ｐ
ｍ
」

と
な
っ
て
お
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
は

「
ｄ
ｒ
ｐ
ｍ
」
と
い
う
差
分
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
使
わ
れ
る
。ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
ｒ
ｐ
ｍ
フ
ァ
イ
ル
は
、Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

と
同
様
に
『
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
ト

ー
ラ
』
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
。
ｄ
ｅ

ｂ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
単
体
で
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
の
と
同
じ
だ
。
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™デスクトップユーザとして頻繁に使うようなアプリはほとんど同じ。
システムの管理方法には違いがある。

™Ubuntuでおなじみの「apt-get」は「sudo apt-get」と使われることが多い
が、Fedoraではrootになってから「yum」が使われる。

CHECKCHECK1

U
b
u
n
t
u
と
の
違
い
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
!!

主
要
な
ア
プ
リ
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
！

CHECK2
イ
ン
ス
ト
ー
ル

メ
デ
ィ
ア
が
違
う
！

CHECK4
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

管
理
方
法
が
違
う
！

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
版
は
、

安
全
の
た
め
、
管
理
者
ユ
ー
ザ
（
ｒ
ｏ
ｏ

ｔ
）の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
な
い
た
め
、

ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
で
は
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
い
。
一

方
、
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
時
に
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
ス

テ
ッ
プ
が
複
雑
な
の
は
、
こ
れ
が
原
因

だ
ろ
う
。
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
で
は
、
管
理
者

権
限
で
コ
マ
ン
ド
を
実
行
す
る
際
に
は
、

「sudo

」
で
は
な
く
、「su

」
コ
マ
ン
ド

を
使
っ
て
、
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
パ
ス
ワ
ー
ド
でｒ
ｏ

ｏ
ｔ
に
な
っ
て
か
ら
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
だ
け
で
な

く
、
管
理
者
で
の
操
作
全
般
に
お
い
て

ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
の
存
在
に
注
意
し
よ
う
。

CHECK3
管
理
者
ユ
ー
ザ
の

扱
い
が
違
う
！

UbuntuとFedoraの環境を比較！

システム&アプリ Ubuntu 9.10 Fedora 12
コードネーム Karmic Koala Constantine

カーネルのバージョン Kernel 2.6.31 Kernel 2.6.31

ブートアップシステム Upstart Plymouth

デスクトップ環境 Gnome 2.28 Gnome 2.28

Xウィンドウシステム X Server 1.6 X Server 1.7

セキュリティ機能 AppArmor SELinux

バグ報告ツール Apport ABRT

パッケージ管理(GUI) Synaptic, SoftwareCenter PackageKit

パッケージ管理(コマンド) apt, aptitude yum

日本語入力システム iBus iBus

オフィスソフト OpenOffice.org 3.1 OpenOffice.org 3.1

ウェブブラウザ Firefox 3.5 Firefox 3.5

メールクライアント Evolution Evolution

メッセンジャー Empathy Empathy

install パッケージのインストール

reinstall パッケージの再インストール

erase パッケージの削除

update アップデート

upgrade アップグレード

clean キャッシュの削除

groupinstall パッケージグループのインストール

grouplist パッケージグループのリストを表示

groupremove パッケージグループの削除

deplist 依存パッケージのリストを表示

provides 関連語によるパッケージの検索

yumコマンドのオプション

管理コマンドも違うのだ！

Ubuntu $ sudo apt-get install（パッケージ名）

Fedora # yum install （パッケージ名）

™［システム］-［管理］にある「Add/Remove Software」
で起動。検索窓にキーワードを入力して、該当する
パッケージをインストールする。

PackageKit



Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
の
場
合
、
フ
ァ
イ
ル
ブ

ラ
ウ
ザ
で
サ
ブ
フ
ォ
ル
ダ
を
開
く
と
、
複

数
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
開
い
て
し
ま
う
。
こ

れ
を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
同
様
に
、
常
に
１

つ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
開
く
に
は
、
フ
ァ

イ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
［
編

集
］-

［
設
定
］
を
開
い
て
、
動
作
の
タ

ブ
で
「
常
に
ブ
ラ
ウ
ザ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ

で
開
く
」
と
い
う
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
て
お
こ
う
。

ま
た
、
初
期
設
定
で
は
ス
ク
リ
ー
ン

セ
ー
バ
ー
が
起
動
す
る
と
、
復
帰
の
際

に
ス
ク
リ
ー
ン
ロ
ッ
ク
が
か
か
る
。
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
か
ら
移
行
し
た
場
合
、
こ
う
し

た
わ
ず
か
な
設
定
の
違
い
に
と
ま
ど
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
に
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に

は
な
い
便
利
な
機
能
が
い
く
つ
か
あ
る
。

『
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
』
は
［
シ
ス

テ
ム
］-

［
設
定
］
と
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
管
理
］
に
含
ま
れ
る
ア
プ
リ
を
ま
と
め

た
も
の
だ
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
も
コ
マ
ン

ド
で
実
行
で
き
る
が
、
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
で

は
デ
フ
ォ
ル
ト
で
メ
ニ
ュ
ー
に
入
っ
て

い
る
。『
論
理
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
管
理
』
は
、

扱
い
に
く
い
論
理
領
域
を
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
手

軽
に
調
整
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
は
Ｒ

ｅ
ｄ
ｈ
ａ
ｔ
系
な
ら
で
は
の
機
能
だ
。
ま

た
、Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
12
で
新
た
に
加
わ
っ
た

バ
グ
報
告
ツ
ー
ル
『
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
』
は
、

バ
グ
が
発
見
さ
れ
た
際
、
簡
単
に
バ
グ

報
告
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
、
バ
グ
報
告

を
送
信
す
る
に
は
『
Ｂ
ｕ
ｇ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
』

へ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
だ
。
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の『
Ａ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
』
に
相
当

す
る
が
、
そ
の
バ
グ
が
報
告
済
み
の
場

合
、
情
報
を
表
示
し
て
く
れ
る
の
が
特

徴
だ
。

Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、
開
発
者
が
バ
グ
を
追

跡
し
、
情
報
を
す
ば
や
く
集
め
る
こ
と

を
容
易
に
し
て
く
れ
る
非
常
に
便
利
な

ツ
ー
ル
で
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
が
こ
の
ツ
ー
ル
か
ら
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
普
通
の
ユ
ー
ザ

に
と
っ
て
も
、
自
分
で
集
め
る
の
が
困

難
な
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

し
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ

を
検
知
し
て
、
そ
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
関

す
る
詳
し
い
情
報
を
集
め
、
ユ
ー
ザ
が

そ
の
情
報
を
Ｂ
ｕ
ｇ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
に
報
告

す
る
の
を
助
け
て
く
れ
た
り
す
る
。
ユ

ー
ザ
が
い
ち
い
ち
Ｂ
ｕ
ｇ
ｚ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
の

サ
イ
ト
に
行
っ
た
り
、
電
子
メ
ー
ル
で

報
告
し
た
り
す
る
必
要
も
な
い
。
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
バ

グ
報
告
は
貴
重
な
財
産
な
の
で
、
積
極

的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な
ド
ラ
イ
バ
や
動

画
の
コ
ー
デ
ッ
ク
な
ど
はrestricted

や

universe

リ
ポ
ジ
ト
リ
に
含
ま
れ
て
い

る
。
Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
の

『RPM
Fusion

』
と
い
う
サ
イ
ト
で
配

布
さ
れ
て
お
り
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
追
加
用

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
有
効
に
で
き
る
。

フ
リ
ー
と
ノ
ン
フ
リ
ー
に
分
か
れ
て
お

り
、
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な
も
の
は
ノ
ン

フ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
。R

PM
Fusion

以
外
に
「libdvdcss

」
を
配
布
し
て
い

る
「Atrpm

s

」
と
い
う
サ
ー
ド
パ
ー
テ

ィ
ー
も
あ
る
。

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
12
で
は
、
コ
マ
ン
ド
ひ

と
つ
で
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
用
Ｏ
Ｓ
の
Ｍ
ｏ
ｂ

ｌ
ｉ
ｎ
の
機
能
も
導
入
で
き
る
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
、
ロ
グ
イ
ン
画
面

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
選
択
で
「
Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ

ｎ
」
を
選
択
し
て
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、
Ｍ

ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
と
同
じ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
が
現

れ
る
。
た
だ
し
、
起
動
時
間
は
通
常
の

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
と
同
じ
な
の
で
、
Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ

ｉ
ｎ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
高
速
起
動

の
利
点
は
生
か
せ
な
い
。
ま
た
、
Ｍ
ｏ

ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
で
は
、
ロ

グ
ア
ウ
ト
の
概
念
が
な
い
た
め
、
終
了

す
る
に
は
電
源
ボ
タ
ン
で
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
手
軽
に

Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ
を
試
せ
る
の
が
魅
力
だ
。
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CHECK5
初
期
設
定
の
動
作
が

ち
ょ
っ
と
違
う
！

CHECK6
独
自
の
シ
ス
テ
ム

管
理
ツ
ー
ル

CHECK7
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
の

リ
ポ
ジ
ト
リ

CHECK8
Ｍ
ｏ
ｂ
ｌ
ｉ
ｎ

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
環
境
が
！

™設定で「スクリーンセーバーを起動したら
画面をロックする」を無効にすればいい。

スクリーンロックの解除

™

Ｆ
ｅ
ｄ
ｏ
ｒ
ａ
も
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
同
じ
『
Ｎ
ａ
ｕ

ｔ
ｉ
ｌ
ｕ
ｓ
』
フ
ァ
イ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
だ
が
初
期
設

定
が
違
う
。

ファイルブラウザの設定

Moblin環境も手軽に導入！

¡パネルのユーザ名をクリックして
「システムの設定」で開く。

コントロール
センター

¡発生したバグがすでにバグ報告済
みのものなのかどうかもわかる。

バク報告ツール
(ABRT)

¡論理ボリュームのフォーマットや
サイズの変更ができる管理ツール。

論理ボリュームの
管理

¡Fedora Projectでは配布されな
いfree/nonfreeのパッケージはこち
らで入手する。リポジトリとして
追加可能だ。

¡インストールは簡単で、下
記のコマンドを実行するだ
けだ。
# yum groupinstall "Moblin
デスクトップ環境"

http://rpmfusion.org/

RPM Fusion



Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
と
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
『
Ａ
ｂ
ｉ
ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
』、
表
計
算
ソ
フ
ト
『
Ｇ
ｎ
ｕ
ｍ
ｅ

ｒ
ｉ
ｃ
』
と
い
う
軽
量
な
オ
フ
ィ
ス
ツ
ー

ル
し
か
入
ら
な
い
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
同

様
に
『O

penO
ffice.org

』
を
使
い
た

い
場
合
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
か
ら
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
版
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
か
ら
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
と
同
様
にFedora

Project

で
も

「Fedora-12-i386-D
VD

.iso

」
と
い
う

I
S
O
イ
メ
ー
ジ
が
配
布
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
し
よ
う
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
挿
入
し
、
光

学
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
起
動
し
た
ら
、
イ
ン

ス
ト
ー
ル
開
始
だ
。
な
お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版

で
は
い
き
な
り
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
始
ま

る
の
で
、
事
前
に
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｃ
Ｄ
で
起
動

確
認
を
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。
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Install
NOW!!

F
e
d
o
r
a
12
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
み
よ
う
!!

イ
ン
ス
ト
ー
ル
手
順
は

意
外
と
カ
ン
タ
ン
だ
！

™ここで「日本語」を選択すれば、以後
は日本語で表示され、日本語環境がイン
ストールされる。

使用言語の選択

™最初の画面ではFedoraのロゴが表示さ
れるだけ。右下の［Next］ボタンをクリ
ックして、次のページへ進む。

インストーラ開始

™インストールメディアのテストをするか
確認する画面。ここは時間がかかるので、
スキップしてよい。

メディアチェック

™起動直後の画面。「Install or upgrade
an existing system」を選択してインスト
ーラを起動する。

DVDで起動する

™これは、HDDの空き領域にインストー
ルする場合。Ubuntuと同様に。パーティ
ションのカスタマイズも可能だ。

インストール領域

™Ubuntuにはない、管理者(root)パスワー
ドの設定。２つの入力欄に同じものを入
力しておこう。忘れないように！

rootパスワード設定

™タイムゾーンの設定画面。日本なら「ア
ジア/東京」を選択し、左下のチェックボ
ックスはチェックを外しておく。

タイムゾーン

™キーボードを選択する。通常のキーボー
ドであれば「日本語」を選択すれば、問
題ない。

使用キーボード

™インストールしたHDDから再起動した
後の初期画面。そのまま［進む］ボタン
をクリック。

「ようこそ」の画面表示

™これでインストール終了。下の「再起
動」をクリックして、ユーザの設定に移
ろう。

インストール終了

™ここでインストールするパッケージを選
択する。通常のデスクトップ用途なら初
期設定のままでいいだろう。

パッケージを選択

™フォーマットの確認。間違いがなければ、
［変更をディスクに書き込む］をクリック
して進む。

フォーマットの確認

™ハードウェアプロフィールの送信確認。
ここは、［いいえ、送信しません］でもよ
い。

ハードウェア情報の送信

™ライセンス確認後の画面。rootとは別
の、ログインに使うユーザ名とパスワード
を入力する。

ユーザの作成

™VirtualBoxのような仮想化ソフトを使えば
気軽にトライできるぞ。

仮想マシンで挑戦！

¡次回起動時からはこのロ
グイン画面が最初に現れる
ようになる。Welcome to
the Fedora World!!

Fedoraのログイン画面


